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自
主
財
源
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金
の

減
少
を
初
め
、
年
々
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

が
、
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
経
常
経
費
の
抑
制
、
予
算
総
額
の
圧
縮
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
、
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
創
出
等
に
重
点
を
置
い
た
。

　
　
里
帰
り
再
会
応
援
プ
ラ
ン
の
実
績
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
一
月
末
現
在
で
「
里
帰
り
証
明
書
」
を
発
行

し
た
方
は
六
百
三
十
三
名
、
利
用
件
数
で
三
百
四

十
一
件
で
あ
る
。

　
　
交
流
人
口
の
推
進
に
つ
い
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
大
会
、
会
議
助
成
制
度
の
実
績
は
ど
う
か
。

　
　
二
十
四
年
二
月
末
で
大
会
、
会
議
等
へ
の
参

加
人
数
で
申
し
込
み
が
あ
っ
た
の
は
、
二
万
千
五

百
五
十
二
人
、
延
べ
宿
泊
者
数
一
万
七
千
三
百
七

十
九
人
、
奨
励
金
と
し
て
二
十
八
件
、
六
百
三
十

四
万
円
を
支
出
し
て
い
る
。

　
　
観
光
業
や
飲
食
業
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
よ

う
な
、
同
窓
会
開
催
助
成
金
交
付
制
度
を
創
設
で

き
な
い
か
。

　
　
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
活
性
化
に
も
寄
与

す
る
も
の
と
思
う
。
独
自
の
制
度
化
に
つ
い
て
は

今
後
、
種
々
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
二
十
三
年
度
の
事
業

数
と
雇
用
人
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
雇
用
創
出
事
業
が
二
事
業
、
緊
急

雇
用
創
出
事
業
で
三
十
九
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
、
十
二
月
末
現
在

で
、
二
百
五
十
五
人
を
雇
用
し
て
い
る
。

　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
、
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
、
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
と
、

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
新
た
な

雇
用
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
限
ら
れ
た
中
で
適
正
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。
業
務
が
集
中
す
る
時
期
に
つ
い
て

は
、
臨
時
職
員
の
採
用
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と
防
災
対
策
に

　
　
つ
い
て

　
◇
島
原
市
の
教
育
に
つ
い
て

　
　
大
村
市
で
は
市
民
課
が
民
営
化
さ
れ
た
が
本

市
で
は
ど
う
か
。

　
　
先
進
地
事
例
の
収
集
や
研
究
を
継
続
し
て
お

り
、
今
後
も
検
討
し
た
い
。

　
　
老
人
ホ
ー
ム
あ
り
あ
け
荘
は
建
て
か
え
時
期

に
き
て
い
る
が
、
今
後
は
直
営
か
民
営
化
に
す
る

の
か
。

　
　
「
あ
り
あ
け
荘
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら

提
出
さ
れ
る
提
言
書
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

　
　
正
月
の
三
が
日
に
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
現
行
日
程
で
高
い
参
加
率
で
定
着
し
て
い
る
。

　
　
①
国
民
健
康
保
険
税
、
②
介
護
保
険
料
は
ど

う
し
て
下
が
ら
な
い
の
か
。

　
　
①
医
療
費
が
増
加
傾
向
で
あ
り
難
し
い
。
②

要
介
護
者
や
認
知
症
患
者
が
ふ
え
て
お
り
、
介
護

費
用
が
増
加
し
て
い
る
の
で
難
し
い
。

　
　
健
康
で
病
院
に
行
か
な
か
っ
た
人
や
介
護
給

付
を
受
け
な
か
っ
た
人
へ
の
還
付
は
で
き
な
い
か
。

　
　
国
保
も
介
護
保
険
も
制
度
上
、
給
付
を
受
け

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
還
付
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
固
定
資
産
税
を
下
げ
る
努
力
は
し
た
の
か
。

　
　
本
年
度
の
課
税
状
況
は
、
宅
地
の
約
三
割
が

引
き
下
げ
、
約
六
割
が
据
え
置
き
、
約
一
割
が
上

昇
し
て
い
る
。

　
　
大
手
駐
車
場
や
三
角
地
も
建
設
用
地
に
含
め

た
再
開
発
や
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
入
れ
た
り
、

島
原
駅
の
ホ
ー
ム
を
延
長
す
る
な
ど
、
大
手
が
中

心
的
機
能
を
果
た
す
よ
う
な
着
眼
は
で
き
な
い
か
。

　
　
提
起
い
た
だ
い
た
こ
と
も
含
め
、
基
本
設
計

の
中
で
提
案
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
分
数
や
か
け
算
が
で
き
な
い
大
学
生
が
い
る

と
聞
く
。ゆ
と
り
教
育
は
学
力
向
上
に
役
立
っ
た
の
か
。

　
　
役
に
立
っ
た
部
分
と
課
題
を
残
し
た
部
分
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
か
け
算
や
九
九
、
分
数
等
は
覚
え
る
ま
で
教

え
ら
れ
な
い
の
か
。
（
例
え
ば
、
五
年
生
の
授
業

で
二
年
生
に
遡
っ
て
教
え
ら
れ
な
い
の
か
）

　
　
学
級
担
任
が
中
心
と
な
り
反
復
練
習
な
ど
に

よ
り
習
得
さ
せ
て
い
る
。
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チームⅠ

中川　忠則
議員

市民の会

草野　勝義
議員

市
庁
舎
建
て
か
え
問
題

成
人
式
の
開
催
日

教
育
問
題
に
つ
い
て

　
観
光
活
性
化
と
交
流
人
口

の
拡
大
に
つ
い
て

　
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
創
出
事
業
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
事
業
、
介

護
保
険
事
業
に
つ
い
て

　
地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の

に
何
故
固
定
資
産
税
は
下
が

ら
な
い
の
か

　
若
い
人
の
雇
用
の
場
の
確

保
に
つ
い
て
（
各
種
民
営
化

に
よ
り
職
場
が
生
ま
れ
る
）


